
 

 

 

 我孫子市では年間４回程度の学校運営協議会会議の開催を予定しています。今回は、第２

回会議の様子や取組についてお伝えします。 

※各学校の会議開催予定については、各学校 HP等にてご確認ください。 

  

令和４年度 第２回学校運営協議会会議 

 

  第２回会議では、６月から 10月までの間に、

各学校または各中学校区合同で行われました。 

各学校では、主に１学期の学校の様子について

共有し、学校や児童生徒の抱えている課題や、今

後の学校運営協議会で話題にしていきたいことな

どについて、協議が行われました。 

また、小中一貫教育推進の観点から、中学校区

での合同開催を行った学校もありました。合同開

催では、まず共通の目標やビジョンとなる中学校

区で目指す 15歳の姿を確認し、そのためには９

年間の学びや環境の接続としてどのようなことが

できるか、協議が行われました。 

 7月後半以降、新型コロナウイルス感染症の流

行もあり、やむなく中止や延期した協議会もあり

ましたが、対面で話し合いが行えたことは、とて

も有意義でした。 

 

 

 

 

 

【布佐小学校 学校運営協議会の様子】 

委員の授業参観を行い、学校や児童の様子

を共有してから、会議を実施。 

【湖北台中学校区合同学校運営協議会の様子】 

8月中に湖北台中学校・湖北台西小学校・湖北台東小学校の３協議会合同で開催。 

途中で、学校単位での協議を挟みながら、情報共有を行った。それぞれの学校で課題と感じている部分

や、小中学校のスムーズな接続に向けての工夫など、様々な意見が挙げられていました。 

学校運営協議会の取組や協議の結果については、各学校の HPに掲載されています。 

ぜひご覧ください。 
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学校運営協議会 中学校区での合同開催に向けての取組例 
                           

我孫子中学校区で行われた合同開催までの取組を紹介します。 

①事前打ち合わせ 

 まずは各学校長の合議により開催について決定がなされた後、教頭が

中心となり、合同開催にあたってのテーマや、当日の進行などについて

一堂に会して打ち合わせを重ねました。各学校運営協議会委員の役割分担をしっかりと行い、

学校運営協議会としての合同開催であることを明確にしました。 

②学校運営協議会委員の役割分担の内容 

 今回は、資料の作成や印刷、当日の挨拶、協議の進行と記録、そして広報の作成などを、

各学校の運営協議会委員で分担しました。 

③当日の会議の様子 

 会議は10月１日に我孫子第二小学校の体育館で開催されま

した。 

 協議では、まず、高野山小学校長より我孫子中学校区が目指

すコミュニティ・スクールについて説明がありました。続いて、

各学校運営協議会に分かれて、これまで行ってきた学校と地域

との連携や現在の取組について共有し、今後コミュニティ・ス

クールとしてどんなことができそうか協議します。次に、4校

の委員が一緒になるグループを作り、各学校で協議した内容を

持ち寄り、共有しました。そして、４校合同グループで共有し

た情報をヒントに、各学校の運営協議会でさらに議論を深め、

それぞれの学校で、コミュニティ・スクールの第一歩として何

に取り組むか具体的な検討を行い、その発表をもって協議終了

となりました。 

どの場でも、委員一人ひとりが、それぞれの立場から、中学

校区で目指す方向性のもと、できることを考え共有していく充

実した熟議となりました。 

 

 

 お知らせ 

学校運営協議会で使用するノートパソコンとプリンタを、各学校に１台ずつ設置します。 

１２月から運用開始予定です。運用方法等については、改めてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

こんな活用を想定しています 

 

〇会議資料の作成・印刷 

〇会議記録の作成 

〇協議結果に基づく広報紙の作成や学校 HPの編集 

〇委員間の連絡・調整 

〇中学校区間の Teamsを利用したオンライン会議・データ共有 

 

 


